
高森山自然観察会

樹液に集まる虫
２０２６年7月11日

蒸し暑い中、１３名の参加で高森山自然観察会を行いました。
観察会で見つけた昆虫は１８種でした。

昆虫 18種
カナブン、シロテンハナムグリ、フタモンウバタマコメツキ、
ヨツボシオオキスイ、キマワリ、ネブトクワガタ、
ニセノコギリカミキリ、アオスジアゲハ、ジャノメチョウ、
オオシオカラトンボ、ニイニイゼミ、クマゼミ、
セグロアシナガバチ、ショウジョウバエ
拾い物…キアゲハ、ゴマダラチョウ、キシタバの仲間の翅、
ヤママユの繭(鳥に食害)

樹液が出るように
なった場所に、スズ
メバチなどが樹皮を
剥いだり、クワガタ
を採取する人がナタ
で樹皮を剥いだりし
た。その跡を木が自
分で修復しようとし
て、周囲が膨れ上
がった。
樹液を食べる昆虫を
下記に示します

横の亀裂はナタの跡

ネブトクワガタの雌雄
体調は小さいが、前翅（前の羽根）
に太い筋が縦に走っているのが特徴。

ニセノコギリカマキリ
名前の由来は、触角がノコギリ
の刃のような形をしている。

フタモンウバタマコメツキ
樹皮に擬態する。

幼虫は松などの枯れ木を食べる

シロテンハナムグリ
白点がちりばめられているから

カナブン
樹液や甘い果実の実をなめる キマワリ幼虫

広葉樹などの枯れ
木を食べる

ジャノメチョウ
名前の由来は、翅（はね）にヘ
ビのような丸い模様があること。

ゴマダラチョウ
名前の由来は、黒地に白いまだ

ら模様の翅があること。

キシタバの仲間の翅
名前の由来は、黒地に黄色いまだ
ら模様の翅（はね）があること。

ヤママユの繭
鳥に食べられた跡

バックの写真は当日の高森山 バックの写真は雷に打たれた木

バックの写真は樹液が出て昆虫
等に蝕まれた木
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クモタケ（冬虫夏草のひとつ）
冬虫夏草とは、昆虫やクモなどに寄生

する菌類の総称

ノウタケ
「脳茸」と書きます。

ウスタケ
別名は「ラッパタケ」

コゲラがあけた巣穴跡

コゲラが虫を食べるためにあけた穴
観察会のメンバーが、

木の中の虫を探り当てるのが凄いとか
つついた時の音が違うのか

など盛り上がりました

雷に打たれた木
初期に設置したしめ縄が古くなり、高蔵寺どんぐりｓ

のメンバーが設置しなおし、様子を確認。

ムラサキヤマドリタケ

クロハツモドキ 乾燥したテングタケ


